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マイク小池氏 廣川 裕司氏

パネルディスカッションの様子

場のスマート化を体験できる場を提供して
いる。台湾でいち早くIoTに目覚めた企業と
して、日本の製造業をより強くするための提
案や活動が紹介された。
●米国の事例

米国から始まったオープンソースソフト
ウェア第3の波　IoTとBigDataの活用
が支える「次世代データプラットフォーム」
廣川 裕司氏／ホートンワークスジャパン
（株） 執行役員社長
　IoT時代の大きな課題BigData、特に非
構造データの分析手段として、オープン
ソースソフトウェア（OSS）を使い、効率的に
高信頼に提供しているホートワークス社を
紹介。Linuxを始めとするOSSの優位性を
紹介し、データ分析プラットフォームにOSS
を採用し、基本になるOSSのコミッティーの
主要メンバーとして活動することにより、改
善のスピードと信頼性の確保を担保するこ
とができることを強調。ホートワークス社の

提案するOSSを基本とする次世代Bigdata
プラットフォームが各社で採用され、その優
位性等が説明された。その後米国のIoT事
例がGEの飛行機用エンジンやZipcarの
例が説明された。
●パネルディスカッション

モデレータ 廣田委員長　
パネラー 講演者各位
　参加者からの質問を基にパネラーが回
答する形で議論がなされた。村田氏の講演
の中で時間がなく説明されなかった、ス
マート工場だけではダメなのかについて説
明がなされた。日本のカイゼンは工場内単
体を見ることが多く日本からドイツの工場に
視察に行っても目新しいカイゼンは見られ
ないという感想が多い。ドイツのインダスト
リー４．０では、工場だけでなく生産前後の
工程を含めたトータルの価値の向上を目指
しているという事である。次に欧州の動向に
日本はどのように対応したらよいかの質問
で田中氏は欧州の標準化に対し、日本があ
まり標準化は得意ではないことに言及し、
今後積極的に標準化に対応することで早く
情報をつかみ対応していき、欧州市場に食
い込むことが大事と説明された。

　OSSの信頼性に関する質問に、廣川氏
はOSSのコミッティーに積極的に参加する
ことで担保していると回答。台湾でのIoT事
情に関して、小池氏はアドバンテック社以
外はまだあまり活発ではないと説明。短時
間ではあったが中身のあるパネルディス
カッションとなった。
　今回のカンファレンスも多数の皆様にご
参加いただき、ありがとうございました。今
後も国際委員会では皆様のお役に立てる
ようなテーマで活動してまいりますので、引
き続きよろしくお願いします。
　講演資料は、国際委員会HPにUPしてい
ます。

　「新たな発想と技術で未来の市場を開
拓」をテーマとした「日刊工業新聞社」様が
主催する『モノづくりフェア2017』が、2017
年10月18日（水）～20日（金）「マリンメッセ
福岡」にて開催されました。来場者数は3日
間合計で13,516名でした。
　昨年度は、協会設立30周年を迎え、総
合的にJASAをアピールしプレゼンスの向
上と新規会員獲得を目指すことを目的に、
九州全県の大手各種協会の後援・協賛を
得ている『モノづくりフェア』に、JASA九州
支部として初めて出展を実施致しました。
　本年度も昨年に引き続き、JASAとして２
回目の出展を実施致しました。昨年度以上

に、総合的にJASAをアピールしプレゼンス
の向上と新規会員獲得を目指すことを目的
とし、本年度はブース出展とセミナー開催、
さらにETロボコンエキシビションマッチを
実施することで、JASA九州支部の地域に
根ざした活動をアピールすることが出来た
と実感しております。加えて、本年度は九州
支部以外の会員の方にも出展頂きまして、
JASAとして支部間の連携にも役立ったこ
とも実感しております。

１．開催内容：JASAブース展示
　開催期間：10月18日(水)～20(金)の3日
間「モノづくりコーナー」に横並びで以下を

展示。
・JASA会員出展（九州支部会員4社）
・JASA会員出展（九州支部会員以外4社）
・JASAコーナー（JASA紹介）
・JASAコーナー（ETロボコン紹介）
・JASAコーナー（OpenEL）
※デモ用ロボットも合わせて展示。
　本展示会『モノづくりフェア』では、例年

「モノづくりフェア2017（九州）」
  実施報告

九州支部
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のように製造業の方が多数出展されている
中で、JASAとして会員のブース、OpenEL
国際標準化委員会のご協力により
OpenEL紹介ブース、およびETロボット紹
介ブースの展示を実施しました。
　昨年の反省を生かし、ETロボコンをブー
スに設置し、来場者の方々に自由に触って
頂くことにより、【見て・触れて・動かして】を
実施することにより、JASAブースへの人の
流れを作ることが出来ました。組込みソフト
ウェアを初めて知ったという来場者の方も
多く、より多くの方へアピール出来たことを
感じております。
　今回の展示では、それぞれのブースに全
く垣根を設定せずに、吹き抜けの状態で設
置したことによる相乗効果も非常に大きく、
ブース全体に興味を持って頂き、JASAのプ
レゼンスの向上を図ることに関して、多大な
効果があったと考えております。
　加えて、JASA九州支部として協力して出
展したことにより、九州支部会員内での横
の繋がり（九州支部の団結力）の向上はも
とより、支部間の繋がりの向上を図ること
が出来たことも大きな成果であると考えて
おります。

２．開催内容：JASA九州セミナー
開催日時：10月19日(木)：14:00～　交流
会：17:00～
A：14:05～14:50
『AI技術、自動運転と生活』
講演：竹岡 尚三様 (JASA理事、 (株)アック
ス 代表取締役会長兼社長)
B：15:00～15:45
『ドローンビジネスの中心とその可能性』

講演：春原 久徳様 (一般社団法人セ
キュアドローン協議会 会長)
C：15:55～16:40
『ディープラーニング/機械学習の開発と
IoTに組込む実践方法 ～Azureによる、
開発、運用まで。』
講演：太田 寛様 (日本マイクロソフト
(株) テクニカルエバンジェリスト)
※セミナー終了後に『交流会』を開催。
　昨年、初めて出展した『モノづくりフェア
2016』でのセミナー以前では、協業推進委
員会のご協力のもと、2月頃に単独にて
JASA九州セミナーを過去に５年間続けて
きており、各回ともに多数の参加者を得る
反響を得ております。
　本年度につきましては、昨年の『モノづく
りフェア2016』に引き続き、『モノづくりフェ
ア2017』の会場にてJASA九州セミナーを
開催しました。昨年度から継続して２回目
の実施とすることにより、新たな接点を見出
すことが出来たと自負しております。今回の
セミナー参加者数は86名であり、昨年度
の参加者数は41名であったことから、継続
して開催していくことにより、より多くの来場
者の方にご参加頂ける基盤が出来てきた
ことを実感すると同時に、例年のセミナー
以上にJASAのプレゼンスが高まったこと
を証明していると思われます。
　加えて、今回の3つのセミナーは昨年度
の『モノづくりフェア2016』でのアンケート
集計結果から選定したテーマであり、ご参
加頂きました方々に非常に興味深いものに
なったと考えております。来年の『モノづくり
フェア2018』に関しましては、九州として初
めての取組みとなるかもしれませんが、来
場して頂いた方々の興味ある分野のセミ
ナーを実施することは当然とし、複数のセミ
ナーのうちの最低１つはJASAとしてアピー
ルしていきたいテーマを含んだセミナーとし
ていきたいと考えております。

３．出展内容：ETロボコン
　エキシビションマッチ
開催日時：10月19日(金)：11:00～14:00

開催内容１．デモ走行・体験走行
開催内容２．リベンジマッチ（１走目）
開催内容３．デモ走行・体験走行
開催内容４．リベンジマッチ（2走目）
運営：ETロボコン九州北地区実行委員会
　まず、九州北地区実行委員の方々にご協
力頂けたことを、非常に有り難く思っており
ます。内容としましては、【デモ走行・体験走
行】および【リベンジマッチ】を開催し、非常
に多くの方に、興味を持って見学に来て頂
くことができました。
　ETロボコンエキシビションマッチにおい
ても、多数の方に見学に来て頂くことが出
来たこと、またご参加くださったチームの
方々にとっても、再チャレンジできる場で
あったこともあり、来年に向けて意識の向
上が図れたかと思います。
　前回実施時の反省点より、【体験走行】
に関しましては、会場に来てくださった方
を、体験走行にご案内するなど、入りやすく
するような工夫を実施したいと考えており
ましたが、本件に関しましては、上述のよう
に別途ETロボコン紹介ブースを設置する
ことにより、ご来場頂いた多数の方々に体
験して頂けたと実感しております。

　今回は2回目の取り組みとなり、多数の
方々に各種イベントに参加して頂くことが
出来、当初の目的であったJASAのプレゼ
ンスの向上に非常に有益なものであると
思っております。
　今後、この取り組みから九州支部会員数
の増員はもとより、九州支部としての活動も広
げて行くべく、来年以降も引き続き、本展示会
への出展を実施したいと考えております。




